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第1部「縄文土器の生産と流通」
　今回の測定の結果，新巻土器・プレ焼町土器と呼ばれる古手の新巻タイプについては，茅野市長
峯遺跡の3例及び川原田遺跡の1例の較正暦年が，3370－2910calBCの年代に収敏しており，よくま
とまっている。さらにこれらまとまった年代を示す新巻タイプについて，共通する年代である
3100－3090calBCを中心とする年代幅が含まれている可能性が高い。これは，これまでの測定データ
とあわせて考えると，新道式新期から藤内1式（新地平編年6－7期）の年代に共通すると言える。
2章での時期設定で言えば1期であり，その中でも古い方に属する。
　つぎに，典型的な焼町土器である川原田J4住の深鉢2例は，共通の測定値を示しており，暦年
較正年代で3100－2900ca1BCの年代幅の中に含まれる。これらの土器は，勝坂2・3式（藤内H式
～井戸尻田式）（新地平編年8－9期）に相当するが，勝坂3a式（新地平編年9a期）の年代に
相当する可能性がある。今回の測定資料で言えば，GA14の阿玉台皿式よりは新しく，GH　4の勝
坂3a式土器の年代が近い。即ち，勝坂3式古手の年代と考えてよいと思われる。2章の時期で言
えば2期の前半段階である。
　なお，川原田遺跡のJ4住の焼町土器は，付着炭化物自体はAAA処理の結果，炭化物として回
収できなかったため，アルカリ溶液に溶解した成分を抽出して測定した。同様の方法で行った御代
田町宮平遺跡J24住の加曽利E3式土器（新地平編年12　b期）の土器の測定値が，4160±40BP，
および4100±40BPと，これまでの加曽利E3式土器の測定値と矛盾ない数値を示していること
から，ある程度の信頼性がおけるものと考えられる。なお，宮平J24住の2つの土器（1つは佐久
系と報告される）が，同一の時間幅の中に含まれるのであれば，両者が共有する時間幅であり，か
つ同様な土器のこれまでの測定資料と共通する範囲に収まると仮定すると，暦年較正年代での
2710－2650calBCに相当する可能性が高いと考えられる。即ち，この住居に捨てられた2つの加曽利
E3式土器の付着物は，この60年間のいずれかの時間幅のなかで土器に吸着した可能性が高い。
　GA　6やGH11などの加曽利E式初頭期に相当する年代の焼町土器の末喬がNM42の土器と考え
られる。このNM42の暦年較正年代は，3100－2900cal　BCにもっとも確率が高く，同時期と想定で
きるGH　6やGA11と一致する。
　以上のように，新巻土器・焼町土器2つのタイプの土器群の年代について，概ね把握することが
できた。両者を繋ぐ土器群も存在が予想され，その年代を測定することも，1つの課題としたい。
　他に，検討課題として2つの問題をあげておく。1つは，試料の前処理の問題である。前述のよ
うに，長峯遺跡の新巻土器NM40が，古い年代（五領ケ台1式期に相当する）を示し，試料の汚染
が考えられ，再処理した結果，整合的な年代が得られている。付着炭化物を観察すると，表面がテ
カテカし固く吸着しており，本稿で想定したように埋没後または調査取り上げ後の汚染によるもの
か，もともと当時の食物自体の内容や調理の状況による何らかの要因によるものか，一概には判断
できない。いずれにせよ，有機溶媒による洗浄の有無によって測定結果が影響を受けることは間違
いなく，土器付着炭化物の場合にはアセトン処理を行う必要があると考えるが，今後も検討を重ね
ていく必要がある。
　もう一つは，土器の試料自体の問題である。焼町土器の付着炭化物の少なさである。群馬県の焼
町土器について，数度にわたり採取を試みたが，十分な量は取れなかった。長野県の焼町土器にし
ても，最盛期の典型例の土器からは，炭化物そのものは回収できなかった。器面調整や胎質の状況
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第9図　縄紋時代中期土器の暦年較正と焼町土器の暦年較正年代
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で炭素が付着しにくい，または残存しにくいということか，焼町土器が特殊な使用状況にあるのか，
これだけでは判断できないが，なおも炭化物の採取およびアルカリ溶解成分の測定を含めて，再度
測定を試みていきたい。
　この分析は，科学研究費　平成13年度基盤研究（A・1）（一般）「縄文時代・弥生時代の高精
度年代体系の構築」（代表　今村峯雄）の一部を用いている。試料の分析と結果の掲載について許
可を得た御代田町教育委員会，長野県埋蔵文化財センター，津南町教育委員会，赤城村教育委員会，
富士見村教育委員会に謝意を表する。また，土器自体の位置づけについては，寺内隆夫氏に多くの
ご教示を得た。記して謝意を表したい。
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AMS　Radiocarbon　Ages　and　Calibrated　Ages　of　tlle　Yakemaclli・⑱pe　potte】呼
KOBAYASHI　Ken－ichi，　IMAMuRA　Mineo　and　SAKAMOTO　Minoru
We　measured　more　than　10　samples　of　AMS　radiocarbon　ages　of　the　potteries　in　the　Jomon　periods．
Samples　are　charred－carbonaceous　samples　remained　on　the　surface　of　deep　bowls　made　in　the
Middle　Jomon　period．　The　purpose　of　this　study　is　to　clar晦radiocarbon　ages　and　calibrated　ages　of
the　Middle　Jomon　stages　in　Kantou　region，　and　Tyubu　region．　The　samples　were　scraped　from　the
仕agments　of　the　deep　bowls　whose　ceramic　group　were　well　known　by　archaeological　study，　such　as
the　Aramaki－type，　the　Yakemachi・type，　the　Kasori－EI　type．
　　The　powdery　carbon　samples　were　treated　with且CI　and　NaOH　solutions．　Samples　were　measured
by　AMS（Accelerator　Mass　Spectrometry）at　the　Beta・analistic．　Isotopic　fractionation　was　corrected　by
theδ13C　value．　Radiocarbon　age　sub－tracted　from　1950　sometimes　substitutes　for　calendar　age，　but　it
is　not　strictly　true．　Radiocarbon　age　should　be　converted　to　calendar　year　with　the　‘calibration　curve’
：an　empirical　equation　established　by　radiocarbon　dating　of　tree・ring　samples　whose　calendar　age
were　known．　In　comparison　of　the　Jomon　culture　with　some　other　prehistoric　culture　in　the　world，　it　is
required　to　indicate　calendar　age　during　which　the　Jomon　pottery　had　been　used．　In　this　study，　we
reported　the　calibrated　radiocarbon　ages　of　the　Aramaki－type，　and　Yakemachi－type　pottery．　The　result
of　calibrated　radiocarbon　ages　shows　about　the　Aramaki－type　pottery，　as　old　type　of　the　Yakemachi
pottery，　period　in　Tyubu　region　is　roughly　from　3100　to　3090［cal　BC】．The　result　of　calibrated
radiocarbon　ages　shows　about　the　Yakemachi・type　pottery，　as　typical　the　Yakemachi　pottery，　period　in
Tyubu　region　is　roughly　from　3100　to　2900［cal　BC】Time　span　of　the　Yakemachi　type，　as　series　from
the　Aramaki－type　to　the　Yakemachi－type　pottery，　on　the　middle　Jomon　period，　has　estimated　about　200
yea「s・
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